
を
持
っ
て
成
立
し
て
い
た
色
菓
字
類
抄
は、

日
本
語
を
主
体
と
す
る
辞
中口
の
原
典
と
も．．
 
一�
1

う
べ
き
存
在
と
し
て
注
H
さ
れ
て
い
る。

脱
形
本
；
鎌
倉
時
代
中
期
の
苫
写
に
な
る
と
い
う
苓
木。

恋
義
分
類
の
部
数
・
掲
載
語
放
数
共
に
少
な
い。
しい
点
を
も
つ。

節
用
文
字
こ一
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
を
平
安
時
代
末
期
（
川
瀬一
馬
閲
士
御
説）

あ
る
い
は
録
Q
時
代
（
山
111
孝
雄
閲
七
御
説）

に
害
写
し
た
と
い
う
苓
本。

意
義
分
類
の
部
数
は
「
姓
氏
」
・
「
名
字
」
を
欠
さ
一
九。

各
部
未
に
削
袖
甜
始
を
加
え、

木
賂
郎
の
状

二
巻
本
色
弟
字
類
抄

こ段
認
元
(
-
―
六
三）

年
ま
で
に
改
絹
さ
れ
た、

三
巻
本
色
葉
字
類
抄
二
内
膳
典
膳
橘
忠
兼
編。

捉
和
（
一
ー
八
一
）

頃
の
叩
写
か。

声
点
を
も
つ。
――
一
の
各
5鼻
義
分
類
内
部
が
語

本
中
最
も
整
理
さ
れ
て
い
る，．
た
だ
し、

前
田
家
本
は
欠
本。

欠
け
た
中
な
及
び
下
な
の
一
部
は、

転
写
本
で
あ
る
黒
川
家
本
で
補
う

花
山
院
家
本
こ
江
戸
時
代
中
期
の
密
写。
二
巻
本
と
十
巻
本
と
の
合
冊
本。

こ
と
が
で
き
る。

態
を
ホ
し
て
い
る。

そ
の
現
存
す
る
諸
本
に
は

平
安
時
代
末
期、

天
投
（

七
巻
本

一
四
四）

以
前、

既
に
「
い
ろ
は
」
四
ヒ
篇
に
よ
る
分
類
と
ニ
一
部
の
忍
義
分
類
と
を
併
川
し
た
形
式

は
じ
め
に

『
世
俗
字
類
抄
』

上
下
二
務
四
冊
本。
5屈
義
分
類
の
部
数
ニ
―
°

宅

に
み
ら
れ
る
出
典
注
記

ち

‘
、

＜

さ

-I 7 ―-
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古
辞
害
索
引
設
刊

。
r
節
用
文
字
渓
字
索
引」

。
「
節
用
文
字」

山
田
孝
雄
解
説

島
田
友
啓
脱

古
辞

巾ば収
刊
刊
行
会

白
帝
社

0
●
世
俗
字
類
抄い

調
査
に
使
用
し
た
文
献

に
み
ら
れ
る
出
典
注
記
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る。

昭
和
38
年

昭
和
37
年

昭
和
48
年

伊
呂
波
字
類
抄
＂
鎌
倉
時
代
初
期
に
哨
補
さ
れ
た
十
在、

完
本。

最
も
流
布
し
て
い
る。

な
ど
が
あ
る。
色
染
字
類
抄
は
さ
ら
に、

同
系
異
称
の
巾〕
と
し
て
世
俗
字
類
抄
を
も
つ
。
そ
の
現
存
本
は、
二
務
本
llt
俗
字
類
抄
こ
江

二
巻
本
世
俗
字
頬
抄

こ礼
戸
時
代
中
期
以
後
の
困
写
か。

識
語
等
は
な
い
。

音
義
分
類
の
部
数
ニ
―
。
『
節
用
文
字
』
．

『
色
業
字
類
抄
』
・
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
に
比
ぺ
て
語
棠
数
が
少
な
い。

‘
七
巷
本
世
俗
字
類
抄

？又
明
九
(-
四
七
七）

年
頃
の
害
写
と
言
わ
れ
る。

序
は
仔
し
な
い。

磁
義
分
類
の
部
数
ニ
一
。

大
梱
な
補

修
本。

悌
三
務
を
欠
き、

他
巻
の
一
部、

奥
苫
き
に
も
拍
低
の
み
ら
れ
る
六
冊
本。

現
存
す
る
こ
れ
ら
諸
異
本
の
相
互
関
係
が
ま
ず
問
起
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が、

現
状
で
は
論
拠
ゎム
分
類
埜
準
や
配
列
に
骰
＜

こ
と
が
多
い
。
色
姐
字
類
抄、

特
に
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
に
つ
い
て
は、

用
字
法
ゃ
決
字
音
を
或
い
は
骰
字
部
の
語
紋
群
を
取
り

あ
げ
て
か
な
り
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が、

そ
の
他
の
諸
本
に
つ
い
て
は、

ほ
と
ん
ど
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
と
直
っ
て
も
良
い

よ
う
な
状
態
で
あ
る。
そ
こ
で、

世
俗
字
類
抄
の
内
容
に
ふ
れ
て
行
く
た
め
の
第一
段
階
と
し
て、

今
回
は
七
巻
本
『
世
俗
字
類
抄
』

沼
経
閣
文
印
蔵
本
複
製
版

雄
松
堂
＊口
店

で
あ
る。

二
巻
本

-18-



本
朝
式

医
菩

太
鐙

滋
野
物
語

七
代
集

佃
馬
楽

古
今

関
白
家ノ
五
十
番ノ
斑
合

源
氏
物
語

日
本
記

万
菓
集

太
平
記

吾
衷
鋲

25

古
今
注

定
家
仮
名
逍

伊
努
物
語

-
＝
毛

o.
「
世
俗
字
類
抄」

天
理
図
困
館
蔵
本

33 

風
凋
害
房

昭
和
46
年

。
r
伊
呂
波
字
類
抄
J

正
宗
敦
夫
編

出
典
注
記
の
概
要

本
密
に
お
け
る
掲
載
語
の
総
数
は、

延
ペ
ー
一、
0
0
0
以
上
に
及
ぶ。

そ
の
う
ら
で、

典
拠
を
示
す
注
記
を
持
つ
面
呪菜
は
ニ
パ
ー
セ

ン
ト
余
り
を
占
め
て
い
る。
こ
れ
ら
を
引
用
典
節
別
に
賂
理
す
る
と、

次
の
二
0
稲
と
な
る。

名
称
並
び
に
表
記
は、

本
苫
中
の
代
表

的
な
注
記
の
形
式
に
従
い、

引
用
回
数
の
多
い
順
序
に
記
す
こ
と
に
す
る。

節
用
数
字
は
引
用
回
数
を
示
す。
な
お
表
ー
は、

各
引
用

典
節
に
お
け
る
注
記
が
意
義
分
類
別
に
は
ど
の
よ
う
な
顛
向
を
示
す
か
を
も
把
梱
す
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る。

8
 
6
 

風
圃
宙
房

昭
和
39
年

。
「
色
策
字
類
抄
研
究
並
び
に
索
引
本
文
索
引
編」

中
田
祝
夫
・
峯
岸
明
絹

-I 9-
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表 ー

�I 定 伊 吾 古 ガ 太 源 日 古 悶 七 催 太 滋 本 医 毛 六 礼 遊総＾

用 家 氏 家五 野

仮 妻 ム7 菓 平 本 代 馬 朝 （山 分

物
＋ 物 は｀

名 物
魯

迅 語 錢 注 集 紀 語 記 7^ ロ^ 集 楽 鋭 語 式 困 詩 帖 記 窟数-

引用回数 168 33 25 ， 7 7 6 5 5 3 3 3 3 2 2 2 2 1 1 1 272(16) 

天象 IO l l 1 

地儀 19 3 l l 1 25 

植物 9 I 2 I 2 15 

意 動物 6 l 1 I 1 10 

人倫 9 2 3 1 l 16 

人体 3 3 

分 人堪 24 l 1 3 2 l 1 33 
＇ 飲食 7 I 1 ， 

類 雑物 34 I 1 1 l 1 2 l 42 

光彩 3 3 

方角

り1 員数

辞字 18 7 I 1 1 1 29 

用 直点

)191\字： 17 3 I 1 2 2 1 1 I 29 

諸社 2 2 1 5 

数 諸寺

国都 6 15 1 l 1 24 

官職
姓氏 I 25 5 3 34 

名字 | 

備 噸

月9i 
棗と． 宅繋 室緊

『
息

lし i 仇 良 良 ， てて て て
し、し、 ＼ヽ し ‘ し‘ し ‘

考 るる 合 含 危 企 そ 含注注

3 l 5 I 2 I I 1 '
| 

l 

-2 0-

直

典
勢 複

藉 除
＜ 

名

I 
没

別

回

I 

．． .．, 

し
て

| I 



（
佃
馬
楽

ー
）

（
遊
仙
窟

ー
）

（
日
本
記

2
)

（
毛
詩

爽
言
甜

医
密

猿
楽
記

唱
和
集

本
草

史
記

文
巣

長
恨
歌

百
詠

月
令

名
例
律

法
華
経

或
困

孝
経

左
伝

式

―

つ
の
掲
出
語
に
注
記
が
重
複
し
て
い
る
場
合
も
一
4ハ
例
認
め
ら
れ
る
の
で

、

出
典
注
品
を
も
つ
掲
出
詔
は
ニ
ヒ
1一
で
あ
る
。

そ
の

う
ち
約
六
割
が
r
定
家
仮
名
辿
し

で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

注

1

三
巻
本
『
色
葉
字
頚
抄
』
に
み
ら
れ
る
出
典
注
記
を
峯
岸
明
氏
が
濶
貸
し
て
お
ら
れ
る
の
で

、

比
倣
の
た
め
次
に
引
用
さ
せ
て
戯
く 。

た
だ
し

、

丸
括
弧
内
に
示
し
た
数
並
び
に
甜
名
は
今
回
の
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

1
(
5

)

本
朝
式

ー

(
5

)

文
選

ー

(
2
)

春
秋
文

新
撰
万
渠
渠

扶
桑
略
記
ー

(
2

)

日
本
私
記

礼
記

遊
仙
掘

毛
詩

六
帖

ー
）

ー

(
2

)

2
(
l

)
 

ー2 1 -

I I I I 2 3 

I 2 

l I I I J I I 2 

I I 



定
家
仮
名
迎・
紐
涙
鉛・
古
今
注・
太
平
記•
関
白
家
五
十
番
埒
合

◎
直
接
的
に
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の

い
も
の
も
多
い
が、
一
応
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る。

向
を
強
く
持
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る。

波
字
類
抄し

字
類
抄
j

「
遊
仙
窟」
は
黒
川
本
の
用
例°
「

私
云

：
·
·

:

（
伊
勢
物
語・
古
今・
七
代
集・
大
鋭・
滋
野
物
語）

「
伊
呂 → 

」
と
あ
る
こ
と
か
ら、
後
人
の
視
き
込
み
と
考
え
ら
れ
る。

「
伊
呂
波
字
類
抄」
に
み
ら
れ
る
引
用
典
箱
は、
ざ
っ
と
見
た
だ
け
で
も
百
種
を
越
え
る
が、
中
心
に
な
る
の
は
本
草
困
の
類、
令

・
式
の
類、
歴
史
巾口
の
類、
詩
文
集・
韻
古
の
類
で
あ
る。
和
歌・
物
語
関
係
の
古
と
し
て
は
r
万
葉
集い
・
「
新
撰
万
策
染」

古
今
注」
の
名
が
見
え
る
が、
そ
の
引
用
回
数
も
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る。
こ
の
比
較
に
よ
っ
て、
三
巻
本
『
色
葉

ー2 2-

・
「
伊
呂
波
字
類
抄」
の
引
用
典
笥
が
放
籍
や
汲
文
体
の
国
忠
を
中
心
と
し
て
い
る
の
に
対
し、
七
巻
本
『
世
俗
字
類
抄
』

は、
国
苔
と
い
っ
て
も『
色
葉
字
頬
抄』
系
と
は全
く
煩
向
を
異
に
し
て、
和
歌・
物
語
捌
係
の
困
を
中
心
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た。
出
典
注
記
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て、
七
巻
本
『
世
俗
字
類
抄
』
に一＿一
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
に
お
い
て
出
典
注
記
を
施
さ
れ

た
語
砒
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い。
と
す
る
と、
領
向
の
迎
い
は
単
に
出
典
注
記
の
表
記
の
問
阻
で、
内
容
に
は
か
か
わ

ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か。
そ
こ
で
次
に、
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
に
お
い
て
出
典
注
記
が
施
さ
れ
た
掲
出
語
四
五
の
有
無
を
「
伊
呂

・
ニ
巻
本
『
世
俗
字
類
抄
』
・
七
巻
本
『
世
俗
字
類
抄
』
に
つ
い
て
淵
査
し
て
み
た。
す
る
と
f
伊
呂
波
字
類
抄い
に
は

引
き
継
が
れ
て
い
る
の
に、
『
世
俗
字
類
抄』
系
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
語
娘
が一―-
•
六
割
を
占
め
る
こ
と
が
わ
か
る。

波
字
類
抄』
に
あ
り
二
巻
本
『
世
俗
字
類
抄
』
に
な
い、
が、
七
巻
本『
世
俗
字
類
抄
』
が
欠
本
で
あ
る
た
め
確
認
で
き
な
い
語
も
あ

る。
こ
の『
世

俗字類
抄』
系
に
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
の
あ
る
五
語
を
総
数
中
に
残
し
た
ま
ま
で
さ
え
こ
の
割
合
で
あ
る。
従
っ

て
内
容
的
に
も、
『
世
俗
字
類
抄』
系
に
比べ
『
色
業
字
類
抄』
系
の
方
が、
漠
藉
や
漠
文
体
の
国
計
に
用
い
る
語
銚
を
中
心
と
す
る
と
い
う
傾

本
宙
に
示
さ
れ
た
引
用
典
箱―1
0
種
の
引
用
態
度
に
治
目
す
る
と、
用
例
が
少
な
い
こ
と
や
調
査
不
足
で
あ
る
こ
と
か
ら
明
確
で
な

注、



0

比
較
的
古
く、
所
収
語
5屎

の
少
な
い、
文
明

語
波
数
約一
0
八
0

諸
寺・
官
眺・
名
字
を
除
い
た一
五
部
に
ま
で
わ
た
っ
て
い
る。

の
典
笥
を
怠
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

(＿
)
定
家
仮
名
辿

慈
義
分
類
別
に
み
る
と、

三、

出
典
注
記
の
詳
細

語
放
数
約

注
記
の
形
式
は
「
定
家
仮
名
辿
」
・
「
定
家
1
ー_
」

.
「
定
家
泌
」
・
「
定
家1
本」
・
「
定
家
御
本
」
等、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が、

後
述
す
る
よ
う
に、
い
わ
ゆ
る
「
定
家
仮
名
辿」
に
よ
っ
て
確
認
可
能
な却
呪染
が
iii．ハ
！
セ
ン
ト
に
近
い
こ
と
か
ら、
す
べ
て
同一

こ
の
也
を
引
用
典
焙
と
す
る
語
は、
雑
物
34、
人
事
24

地
儀
19、
辞
字
18、
府
字
17、
天
象
10、
柏

物・
人
倫
各
9、
飲
食
7、
動
物・
国
郡
各
6、
人
体・
光
彩
各
3、
諸
社
2、
姓
字
ー、

普
通
●
定
家
仮
名
辿
」

と
称
さ
れ
て
い
る
の
は、
貞
治
二
（
ニニ
六
三）
年
以
後
に
若
わ
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る、

r
仮
名
文
字
逍」
で
あ
る。
こ
の
宙
に
は
語
紋
数
の
か
な
り
異
な
る
諸
本
が
存
在
し
て
い
る
の
で、
そ
の
う
ち
か
ら

（一
四
七
九）
年
本

0
没
長
頃
の
最
も
古
い
版
本
で、
か
な
り
広
く
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る、
天
文
ニ
―
（一
五
五
二）
年
本

根
拠
に
つ
い
て
は、
後
に
述
べ
る
つ
も
り
で
あ
る。

本
朝
式·
保
ャロ・
礼
記

（
遊
仙
窟）

0
先
行
の
字
類
抄
か
ら
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
も
の

万
浜
集・
源
氏
物
語・
日
本
記・
拙
馬
楽・
毛
詩・
六
帖

。
r
定
家
仮
名
辿」
に
よ
る
間
接
的
引
用
と
考
え
ら
れ
る
も
の

◎
刷
接
的
に
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の

と、
ニ
一
部
か
ら
方
角・
貝
数・
頂
点・

行
阿
の

-2 3-



ゆ
ふ
つ
く
よ

タ
ー
伎
・

タ
附
仮

伺
由
・

天

糾月
夜
ユ
ウ
ッ
ク
ヨ

て
い
わ
う

帝
王

0
且
・

倫

帝
測

い
う
し
ょ
く

右
族
・

布
戦

い
ま
し
む

⑥
為
．
m

右
織
ィ
ウ
シ
ロ

ク

笞 I

③
伊
・

辞

固
ィ
マ
シ
ム

ゐ
て
た
て
ま
つ
る

科
将

り
伊
・

辞

将
イ
テ
タ
テ
マ
ツ
ル

桜
字
表
記
が
一
致
し
な
い
語

．
ヲ．ン
ヒ
0
ケ
・
ヲ．ン
ヒ
ラ
ク

左
．

柏

若
惹
サ
シ
モ
ク
サ

三
本
の
ど
れ
に
も

見
あ
た
ら
な
い
紺

楼
ハ
イ

推
窮
ヲ．ン
ク
ッ
ロ
ク
ル

遠
・

伐

波
・

雑

r
定
家
阪
名
逍し
を
典
拠
と
す
る

掲
出
面
一
六
八
の
う
ち 、

五
九
四）

年
本

0
何
度
か
手
を
加
え
ら

れ
祈

懇
塁
の
培
し
た 、

文
禄
四
（
一

三
本
と

照
合
し
て
み
た
と
こ
ろ 、

罪
氣
数
約一
九
四
〇

一
八
八
〇
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天
文
本

は
う
か
し
は

朴
拍

⑨
保
・
拍

厚
朴
ホ
ウ
カ
シ
ハ

仮
名
辿
の
一
致
し
な
い
甜
呪菜
数
は、

全
体
の
ほ
ば
二
割
に
あ
た
る
こ
と
に
注
目
し
た
い。

残
る．＿

天
文
本
・
文
禄
本

唯
イ
ラ
へ

天
文
本
・
文
禄
本

い
ら
へ

い
ら
ふ
と
も

碓

文
明
本

い
ら
へ

碓

文
禄
本

③
伊
・

事

あ
す
か
井

飛
烏
井

洛
中
名
所
其
一
也

文
朋
本

あ
す
か
井

飛
烏
井

洛
中
名
所

の
安
•
国

飛
島
井
ア
ス
カ
イ
・
洛
中
名
所
其
i

也

ヒ
イロ

か
い
ね
り

掻
辣
緋
色
也

⑱
加
・
光

掻
棟
カ
イ
ネ
リ
・
緋
色
也

っ
て
注
品
に
い
た
る
ま
で
の
一
致
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る。

久
・
動

熊
111
ク
マ
ノ
イ

く
ま
の
ゐ

等、

辿
・
雑

虎
子
ヲ
ホ
ッ
ホ

お
ほ
つ
は

仮
名
辿
が
一
致
し
な
い
甜

冒

占
・
事

心
厳
コ
、
ロ
ヲ
キ

辿
・
雑

御
博
七
ヲ
ン
ハ
ヵ

叫

お
ん
は
か
U.

心
う
つ
く
し
う

茄
み
の
一
致
し
な
い
5
叫

-

0

等、

こ
の
う
ち
い
・
⑥
．
0
に
関
し
て
は、

単
純
な
誤
写
と
考
え
る
と
と
も
可
能
で
あ
ろ
う。

一
七
語
に
つ
い
て
は、

場
合
に
よ

―-2 5-



無
得
ム
ト
ク

{
？
と
く
と
も

⑦
他
本
に
比
べ

文
禄
本
と
の
一

致
度
が
寓
い
、

⑨
文
禄
本
の
薔
き
込
み
部
分
に
一

致
す
る
、

囮
文
禄
本
の
み
に
見
ら
れ

る

語

梨

に

一

致
す
る
、

の
よ
う
な
例
が
多
い
こ
と
か
ら、

七
巻
本
『

世
俗
字
類
抄
』

の
増
補
に
あ
た
っ

て
は
「
定
家
仮
名
逍
」

の
う
ち
で
文
禄
本

あ
る
い
は
文
禄
本
に
近
い
も
の
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
形
の
文
禄
本
が
成
立
し
た
時
期
は
い
つ
か
。

奥
菩
き
に
よ
る
と
現
形

文
禄
本
は
、

文
明·I

O
(
一

四
七
八
）

年、

天
文
ニ
ー

年
と
四
度
の
転
写
・

校
合
を
経
て
い
る
と
い
う
。

流
布
本
で
あ
る
天
文
本
と
現
形
文
禄
本
と
で
は
語
致
数
・

語
順
な
ど
に
異
同
も
あ
る

が
、

か
な
り
近
い
開
係
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。

以
上
の
諸
要
素
か
ら
現
形
文
禄
本
の
成
立
は、

天
文
ニ
―

で
き
る
。

従
っ

て
七
巻
本
『

世
俗
字
類
抄
』

も
又、

天
文
ニ
―

所
収
語
の
多
い
篇
の
中
か
ら
任
意
に
「

伊
」

箭
を
調
査
し
た
だ
け
で
は
あ
る
が
、

の
う
ち
に
は
、

典
拠
を
示
す
注
記
は
施
さ
れ
て
い
な
く
て
も
「
定
家
仮
名
過
」

に
一

致
す
る
語
が
あ
る
こ
と
（
例、

「

俳
佃
浪
ィ
サ
ヨ

ウ
ナ
ミ
」

と
「
い
さ
よ
ふ
な
み
俳
四
浪
」．
．
「

主
人
女
ィ
ヘ
ト
ウ
シ
」

と
「
い
へ
と
う
し
主
人
女
」

等）
、

『
定
家
仮
名
過
」

の
う
ち

の
頭
文
字
が
「

い
」

で
あ
る
語
梨
の
八
割
余
り
が
、

七
巻
本
『

世
俗
字
類
抄
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
留
窓
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

元
来
は
仮
名
逍
を
示
す
た
め
に
絹
ま
れ
た
は
ず
の
r
定
家
仮
名
迪
」

を
、

そ
れ
以
上
に
漢
字
表
記
に
有
用
な
密
と
し
て
認
め
、

よ
り
利

用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、

る
の
で
あ
る
。

（
二
）

伊
勢
物
語

文
禄
本

む
と
く

⑩
無
・

登

文
禄
本

ほ
う
か
し
は

「
い
ろ
は
」

引
き
で
あ
る
七
巻
本
『

世
俗
字
類
抄
』
に
取
り
込
ん
で
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

無
得

（
厚
朴

朴
柏

七
巻
本
『

世
俗
字
類
抄
』
の
み
に
見
ら
れ
る
語
菓

（
一

五
五
二
）

年
以
降
の
増
補
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
一

五
五
二
）

年
以
降
と
推
定
＇

（
一

五
五
二
）

年、

天
正
年
圃
(
-

五
七
三
ー
九
一
）
、

文
禄
四
(
-

五
九
四
）

-2 6-



数
例
が
み
ら
れ
る
の
み
で
あ
る。

真
名
本

水
垂
神
河

等、

r·
 

美
•

国
．
御
手
洗
川
ミ
タ
ラ
シ
カ
ハ

真
名
本

美
家
思
・

美
家
志

美
・

歴

仮
名
本

に
く
し

左
．

辞

こ
の
う
ち
漢
字
表
記
を
も
含
め
て
、

原
典
と
照
合
確
認
で
き
た
の
は
次
の
一

例
の
み
で
あ
る
。

索
引
は
「
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研

注
2

究
」

を
利
用
さ
せ
て
戴
い
た
。

御
酒
ヲ
ミ
キ

御
酒
お
ん
み
き

宅
ク
タ
・

ク
タ
カ
ケ
ノ

時
也

悪
サ
カ
シ
・

ニ
ク
シ

御
衣
ミ
ケ
シ

r
定
家
仮
名
過
」

の
場
合
と
同
様
先
行
字
類
抄
と
の
照
合
も
行
っ

た
が
、

そ
れ
ら
に
収
録
さ
れ
て
い

る
の
は
六
例
「

禍
ヮ
サ
ワ
イ
」
・
「
濡
サ
テ
」

等
す
べ
て
国
郡
の
部
以
外
の
部
に
屈
す
る
語
で
あ
っ

た
。

残
る
多
く
の
語
菜
は
何
に
基

真
名
本

久
宅
鶏
く
た
か
け

久
・

辞

真
名
本

垣
間
見
か
い
は
み
る

加
・

昼

垣
間
見
カ
ナ
ハ
ム
・

カ
キ
ノ
ヒ
マ
ヨ
リ
ミ
ル
ト
云

読
み
や
表
記
等
に
問
題
が
あ
る
例
を
加
え
て
さ
え

真
名
本

遠
・

飲

に
施
さ
れ
て
い
る
。

「

伊
勢
物
語
在
之
」
・
「

伊
勢
物
語
語
在
」

と
い
う
出
典
注
記
は
、

「
定
家
仮
名
逍
」

の
比
で
は
な
い
も
の
の
次
い
で
多
い
三
三
語

-2 1-
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出
典
注
記
の
あ
る
も
の

一
四

づ
い
て
注
記
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か 。
こ
こ
で
は 、

古
代
歌
謡
や
「
万
策
集」
に
詠
ま
れ
て
い
る
「
神
南
岩
瀕
森
」
・

「
信
土
山

マ
ッ
チ
ヤ
マ
和
州
」
・

「
佐
檜
隅
サ
ヒ
ノ
ク
マ
和
州
」
・

「
象
山
キ
サ
ノ
ヤ
マ
和
州
」
・

「
吉
志
義
我
高
倣
キ
シ
ミ
カ
タ
ケ
和
州
」
を

は
じ
め
と
し
て
国
郡
部
が
多
く
15 、

そ
の
他
辞
字
7 、

爪皿
字
3 、

人
倫
・

諸
社
各
2 、

植
物
・・

人
狙
・

飲
食
・

雑
物
各
ー

の
九
部
に
わ

た
っ
て
い
る
語
に
し
て
も
「
豊
岡
姫
ト
ヨ
ヲ
カ
ヒ
メ
」
・

「
巻
向
マ
キ
モ
ク
」
・

「
百
枝
槻
モ
、
エ
ッ
キ
」
等 、

古
く
か
ら
み
ら
れ
る

語
位
が
多
い
と
い
う

特
徴
を
報
告
す
る
の
み
で 、

今
後
の
課
題
と
し
た
い 。

（
三）

吾
衷
鉛

「
吾
安
鎖
在
之
」
あ
る
い
は
「
吾
炭
鐙
在
」
と
注
記
さ
れ
た
二
五
例
全
て
が
姓
氏
部
で
あ
る 。

注
3

原
典
と
の
照
合
に
は
r
吾
安
築
人
名
索
引」
を
利
用
さ
せ
て
蛾
い
た c
「
OO
雲
ゥ
ミ
ク
モ
」
・

「
菊
キ
ク
」

志
沖
田
」
・

「
稲
尾
」

注
4

吾
妥
錢
究
永
版
彩
印J
を
用
い
た
が 、

そ
こ
に
示
さ
れ
た
究
永
年
閥
の
も
の
と
読
み
を
異
に
し
て
い
る
例
が
あ
っ
た
の
で 、

参
考
ま
で

郡
下
セ
モ
ト

（
稲
毛
は
あ
る）

を
除
く
ニ
ー
例
は
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
た 。

本
文
と
の
照
合
確
認
に
は
「
振
り

仮
名
つ
き

吾
妻
鋭
寛
永
本

吾
妻
鋭
究
永
本

r
g
汲
鋭」
を
典
拠
と
す
る
こ
れ
ら
二
五
の
姓
氏
は 、

先
行
字
類
抄
に
は
見
ら
れ
な
い
七
巻
本
『
世
俗
字
煩
抄
』
初
出
の
も
の
で
あ

る 。
七
巻
本
『
世
俗
字
類
抄
』
で
は 、

掲
載
紺
秘
数
に
は
ほ
と
ん
ど
異
同
を
み
せ
な
い
他
三
本
に
比
較
し
て 、

姓
字
部
が
大
幅
に
増
補

さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
が
一
つ
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
が 、

そ
れ
ら
の
増
袖
に
あ
た
り
ど
の
程
度
r
吾
妻
鋭」
が
利
用
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か 。
七
巻
本
『
世
俗
字
類
抄
』
初
出
の
姓
氏
ニ
ー
ニ
に
つ
い
て
み
る
と 、

四
方
出`
ン
ハ
ウ
タ

に
次
に
記
し
て
お
く 。

セ
シ
タ

ヨ
モ
タ

（
菊
地
は
あ
る）
•

「

-28-
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巻
二
0

妹
卜

吾
卜

：
·
:

古
歌
ニ
ハ

我
ヲ
パ

ア
レ
ト
モ
ヨ
メ
リ

②
伊
・

辞

妹
我
ィ
モ
ト
ア
レ
ト

巻

イ
ハ
シ
水

①
伊
・

地

意
勝
水
ィ
ハ
シ
ミ
ッ

い
う
状
態
で
あ
る
。

定
家
仮
名
辿

出
典
注
記
の
な
い
も
の
の
う
ち
に
も
f
吾
哀
鏡
」

の
中
に
見
ら
れ
る

、

従
っ

て
『
吾
安
鋭
J

か
ら
引
用
し
た
可
能
性
の
あ
る
姓
氏
「

伊
佐
イ
サ
」
・

「

壬
生
ニ
フ
」
・

「

甘
稽
ア
マ
カ
ス
」
・

「

塩
飽
」
・

「

比
企
ヒ
キ
」

等
が
三
ii

、

二

割
足
ら
ず
は
含
ま
れ
て
い
る
と

（
四
）

古
今
注

「

古
今
注
在
之
」
・

「

古
今
注
在
」

と
い
う
注
記
は 、

地
俊
の
部
に
3
、

＿

例
ず
つ
存
在
し 、

特
徴
と
言
え
る
よ
う
な
か
た
よ
り
は
示
し
て
い
な
い

。

古
今
注
と
称
さ
れ
る
掛
は
多
い
が 、

現
存
す
る
写
本
の
種
類
の
多
さ
か
ら
考
え
る
と
顕
昭
の
手
に
な
る
も
の
が
一

番
一

般
的
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

古
今
の
註
釈
を
多
く
収
録
し
た
上
で

、

私
見
を
も

加
え
た
集
大
成
的
作
品
で
あ
り 、

成
立
年
代
も
七
巻
本
『

世
俗
字

注
5

類
抄
」

に
最
も
近
い

。

そ
こ
で
続
々
群
菩
類
従
第
一

五
に
収
め
ら
れ
た
r
顕
昭
古
今
渠
註
」

に
あ
た
っ

て
み
た
。

九
例
中
四
例
ま
で

出
典
注
記
の
な
い
も
の

一

七
八

大
鋭

太
平
記

五

吾
安
鏡

二
五

あ
と
は
天
象
・

人
事
・

雑
物
・

辞
字
・

牡
字
・

国
郡
に
各

ー2 9-
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説
文
の
中
に
「
（
仮
名
表
記）
ハ

（
仮
名
表
記）
ト
ハ
（
戦
字
表
記）
ナ
リ

」
、

「

ーー
ト
ハ

ト
云

⑱
加
・

雑

好
士

掻
細

⑮
仁
・

地

庭
泉

療

⑥
遠
・

天

潮
光

〇
伊
・

地

意
勝
水

岩
沌
水

と 、

撲
宇
表
記
の
一
致
し
な
い
形
が
二
例
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
り

『
定
家
仮
名
辿」
中
に
み
ら
れ
る
四
例
に
し
て
も 、

二
世
・

三
色
・

伊

於
辞
泥
屋・
押
照

と 、

漢
字
表
記
が
一
致
し
な
い 。

先
行
の
字
類
抄
か
ら
引
き

継
い
だ
の
で
も
な
く
「
定
家
仮
名
逍」
で
も
な
い
と
す
る
と 、
や
は
り

解

（
漢
字
表
記）

也
」

、
---, 

也
」
等
と

七
巻
本
『
世
俗
字
類
抄
』
に
取
り

入
れ
や
す
い
パ
タ
ー
ン
を
多
く

用
い
て
い
る
古
今
註
に
注
目
し
て 、

そ
れ
を
増
補
に
利
用

潔
ニ
ハ
タ
ッ
ミ

伺
仁
・

地

庭
泉
ニ
ハ
タ
ッ`
ミ

一
色

妙
美
井
イ
ハ
シ
ミ
ッ

い
伊
・

地

意
勝
水
ィ
ハ
シ
ミ
ッ

に
も

又

云
「．．．．．．
 

と 、

相
当
語
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
た
が 、

炭
字
表
記
を
考
え
る
時
該
当
す
る
の
は
③
・

切
の
み
で
あ
る 。

し
か
し 、

先
行
字
類
抄

振
放
ミ
レ
パ

」
フ
リ
ハ
ナ
ッ
ト
カ
キ
テ
フ
リ
サ
ク
ト
ヨ
メ
リ

巻
九

振
離
卜

密
タ
ル
ハ
フ
リ
ア
フ
グ
心
ナ
リ 。

ぃ
不
・

姪

振
雛
フ
リ
サ
ケ

巻
一
七

喜
撰
式
ニ
モ
甕
海
ヲ
パ
ヲ
シ
テ
ル
ヤ
ト
イ
フ
ト
ア
リ

⑥
遠
・

天

潮
光
ヲ
シ
テ
ル

-3 0-
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④
波・
倫

祝
子
ハ
フ
リ
コ
赤
土
小
屋

は
に
ふ
の
こ
や
醤
小
屋

万
巣

い
波・
地

赤
小
屋
ハ
ニ
フ
ノ
コ
ヤ

r
定
家
仮
名
逍」
に
は
そ
の
三
語

低
い
と
思
わ
れ
る。
「
万
菓
集」
を
典
拠
と
す
る
七
語
の
う
ち
三
語
は

コ正
家
仮
名
逍
9

を
も
典
拠
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る。

③
宇・
倫

等
許
奈
都・
登
己
奈
部

②
登・
栢

と一
例
の
み
で、
他
の
二
語
の
表
記
は
万
痕
仮
名
に
よ
っ
て
い
る。

り
波・
地

赤
土
屋
ハ
ニ
フ
ノ
コ
ヤ
定
家
1

1
赤
土
小
屋

し
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う。
今
後、
他
の
写
本
或
い
は
同
名
の
異
本
等
に
あ
た
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い。

（
五）
万
災
渠

「
月
菓
渠
在
之
」
・
「
万
策
在
之
」
と
い
う
注
記
は
人
倫
3、
柏
物
2、
地
倍•
国
郡
各
ー、
計
七
語
に
施
さ
れ
て
い
る。

注
6

こ
れ
ら
に
つ
い
て
r
万
簾
集
大
成」
の
索
引
に
よ
り
服
査
し
て
み
る
と、
そ
の
う
ち
三
紺
の
存
在
が
確
認
で
き
る
が、
敵
字
表
記
に

関
辿
性
が
う
か
が
え
る
の
は、

四
時
花
ト
コ
ナ
ツ
滋
野
物
語
在
之

菫
子
女
ウ
ナ
イ
ヲ
ト
メ

斑
名
日
底
女・
災
会
虞
女・
宇
余
比
虞
女

こ
の
よ
う
に
確
認
可
能
な
語
の
少
な
い
こ
と、
渓
字
表
記
が
異
な
る
こ
と
を
考
え
る
と、
『
万
弟
染
9

を
直
接
引
用
し
た
可
能
性
は

―-3 1-



（
六）

太
平
記

え
あ
る
ま
い

。
ゐ
し
ま
か
さ
き
猪
蝸
崎

り
伊
•

国

鬼
志
許
草
オ
ニ
ノ
シ
コ
ク
サ

窟
子
女
ウ
ナ
イ
ヲ
ト
メ

う
な
ゐ
こ
童
子

淫
子
女
ウ
ナ
イ
オ
ト
メ

し
つ
の
を
賤
男
・

婢
男

猪
嶋
崎
イ
シ
マ
カ
サ
キ

万
菓
二
見

を
所
収
し
て
お
り 、

誤
写
か
と
思
わ
れ
る
0
以
外
は
漢
字
表
記
が
一
致
し 、

そ
の
上
り
以
外
の
話
の
注
に
は
典
拠
と
し
て

2n
瑣
集」

の
名
が
記
さ
れ
て
い
る 。

先
行
の
字
類
抄
に
は
み
ら
れ
な
い
こ
れ
ら
の
語
を
f
定
家
仮
名
辿」
に
よ
り

増
袖
し
た
と
考
え
て
さ
し
つ
か

「
定
家
仮
名
迪」
に
も
見
ら
れ
な
い
③
に
は
「
滋
野
物
語
在
之
」
と
い
う
注
が
並
記
さ
れ
て
い
る 。

同
じ
注
記
を
も
つ

話
と
し
て
も
う
一
例 、
「
諏
防
ス
ハ
」
と
い
う
神
社
名
が
あ
る
が 、

こ
れ
も

②
と
同
様
先
行
字
類
抄
に
も
r
定
家
仮
名
辿し
に
も
み
ら

れ
な
い
語
で
あ
る 。

従
っ
て
「
滋
野
物
語」
な
る
書
か
ら
直
接
引
用
し
た
可
能
性
が
高
い
が 、

明
ら
か
に
し
得
て
い
な
い 。

「
太
平
記
在
之
」
・

「
太
平
記
在
」
と
い
う
注
記
は 、

姓
氏
5 、

雑
物
・

昼
字
各
ー 、

計
七
例
に
施
さ
れ
て
い
る 。

万
栞

⑱
志
・

倫

婢
男
同
（
シ
ッ
ノ
ヲ） 万

業
在
之

③
宇
・

倫

は
も
ち
ろ
ん 、

他
に

を
に
の
し
こ
く
さ
鬼
志
許
草

＠
於
・

植

は
ふ
り
こ

祝
子

万
葉
有
之

--3 2-



い
伊
・
事

メ
ク
＂

「
目
眩
オ
ク
レ
・
メ
ク
ル
」
が
「
眩
目
」
と
し
て
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
「
メ
」
篇
に
収
め
ら
れ
て
い
る
他
は、

先
行
字
類
抄
．

r
定
家
仮
名
過」
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い。

従
っ
て
ま
ず
『
太
平
記」
に
よ
る
増
補
語
恨
と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う。
七
例
中

五
例
ま
で
を
占
め
る
姓
氏
が
「
金
谷
カ
ナ
ャ
」
・
「
規
矩
キ
ク
」
・
「
擁
モ
タ
イ
」
・
「
衣
摺
キ
ヌ
ス
リ
」
・
「
船
〇
」
と、

も
「
吾
妻
鏡」
に
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら、

新
し
い
姓
氏
と
し
て
更
に
増
補
の
必
要
を
認
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

（
七）

源
氏
物
語
・
毛
詩

二

「
源
氏
物
語
在
之
」
・
「
源
氏
物
語

在
」
・
「
源
氏
物
語
」
等
と
注
記
さ
れ
た、

人
事
3、

登
字
2、

辞
字
ー
の
語
と
原
典
と
の

注
8

照
合
を
r
源
氏
物
語
大
成」
に
よ
っ
て
試
み
る
と、

六
例
中
四
例
が
解
認
で
き
る。

衷
健
々
イ
ト
ス
ク
ス
ク
シ

巻
二
八

甕
モ

タ
ヒ

毛
．

．

姓

瑾
モ
タ
イ

於
・
昼

目
眩
オ
ク
レ

則外ぃ
足
モ
ナ
ヘ
テ
刈

流
ル
、
血
二
目
昏
テ

太
平
記
舟
在
之

メ
ク
レ

笠
験
・
笠
璽
・
笠
符

加
・
畳

左意
又
笠
印
カ
サ
シ
ル
シ

（
誤
写
か）

ど
れ
ら
の
う
ち
欠
損
の
あ
る
「
す
」
篇
の
姓
氏
「
船
o

(

I

字
か
も
し
れ
な
い）

い
て
確
認
で
き
た。
そ
の
う
ち
に
表
記
の
一
致
し
な
い
も
の
が
三
例
あ
る。

い
ず
れ

注
1

」
以
外
の
六
語
が、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
お

一 3-



源
氏
物
語
在
之

（
誤

写
か
）

③
伊
・

辞

将
イ
テ
タ
テ
マ
ツ
ル

し
か
し
r
万
策
渠
」

の
楊
合
と
同
様、

六
例
中
の
五
例
ま
で
に
「
定
家
仮
名
逍
j

も
典
拠
と
し
て
示
さ
れ
て
お
り、

よ
り
残
る
一

例
も
「
定
家
仮
名
辿
」

中
に
次
の
よ
う
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

笈
健
々
イ
ト
ス
ク
ス
ク
シ

源
氏
物
語
在痴

氏
物
語
ニ
ア
リ

い
と
す
く
／
＼
し
寂
健
々

い
伊
・

出

背
表
紙
本

る
れ
は

河
内
本

わ
ら
ひ
な
と
そ
ほ
れ
ゐ
た
り

伺
和
・

事

咲
戯
ワ
ラ
イ
ソ
＊
レ
ヰ
タ
リ

百
表
紙
本

き

河
内
本

お
か
し
う
す
さ
ひ
か
い
た
り

④
迫
・

笠

風
吹
荒
ヲ
カ
・ソ
ウ
ス
サ
ヒ
カ
ヒ
タ
リ

ゐ
て
奉
る

③
伊
・

辞

将
イ
テ
タ
テ
マ
ツ
ル

青
表
紙
本

4ノ

河
内
木

い
と
す
<
/
＼
し
く
申
し
給
へ
ば

い
と
す
<
/
＼
し
く
け
だ
か
し

そ
れ
ら
は
も
と

-3 4-



加
氏
物
語―ー
ア
リ

こ
れ
に
よ
っ
て、

先
行
字
類
抄
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
れ
ら
の
語
鋲
を
「
定
家
仮
名
辿
」

に
よ
り
増
補
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、

用
例
の
便
宜
上
r
毛
詩
」

を
典
拠
と
す
る
二
例、

削
出
例
④
と
い
ま
一

例
「

主
人
女
ィ
ヘ
ト
ヲ
シ
」

を
取
り
あ
げ
て
み
る
。

⑱
和
·

翌

伺
和
・

事

い
辿
．

橙

わ
う
か
ん
と
ほ
り
王
家
無
等
倫

源
氏
物
語
在
之

咲
戯
居 源

氏
物
語
在
之
（
殴
写
か
）

わ
ら
ひ
そ
ひ
れ
f
た
り

源
氏
物
語
二

在
之

風
吹
荒

毛
詩
云

諒
氏
物
語
ニ
ア
リ

お
か
し
う
す
さ
ひ
か
ひ
た
り

に
く
い
け
し
た
る
憎
亜
疾 （

誤
写
か
）

③
仁
・

事

増
亜
ニ
ク
イ
ケ
シ
タ
ル
源
氏
二

在

ゐ
て
た
て
ま
つ
る
奉
将

二

源
氏
物
語

在
之

源
氏
ニ
ア
リ

風
吹
流
同
上
（
ヲ
カ
シ
ウ
ス
サ
ヒ
カ
ヒ
タ
リ
）

毛
詩
云

咲
戯
ワ
ラ
イ
ソ
ホ
レ
ヰ
タ
リ

王
家
無
等
倫
ヮ
ウ
カ
ム
ホ
リ

痴
氏
物
語

-3 5-



る 。

於
・

昼

於
・

地

加
・

盗

安
・

事

於
．
m＂

お
ほ
ち
御
路

日
本
紀

か
ら
う
し
て
辛
苦

日
本
紀

等
〕

（
八）

日
本
記

「
日
本
記
在
」
・

「
日
本
記
」
・

「
日
本
記
有
之
」
と
注
記
さ
れ
た 、

盈
字
・

人
事
各
2 、

地
儀
ー 、

引
五
例
の
照
合
を
r
定
本
日

注
9

本
宙
紀
辞
典
・

索
引
J

に
よ
っ
て
試
み
る
と 、

う
ち
三
例
が
確
認
で
き
る 。

み
ち
〔
御
路
・

路
〕

雄
板
ォ
＊
シ
ク

ヲ
ヲ
シ
〔
雄
抜
・

雄
壮
〕

無
為
ア
チ
キ
ナ
ウ

ぁ
ぢ
き
な
し

〔
無
道，・
無
状

し
か
し 、

五
例
中
二
例
が
同
時
に
典
拠
と
し
て
あ
げ
て
い
る
『
定
家
仮
名
辿」
に
お
い
て
は 、

淡
字
表
記
上
五
例
す
べ
て
が
一
致
す

辛
苦
カ
ラ
フ
シ
テ
日
本
記

御
路
オ
ホ`
：

チ
日
本
記

雄
萩
ォ
ホ
シ
ク
日
本
記
在

於
・

地

御
路
ォ
ホ
ミ
チ

は
り

「
定
家
仮
名
逍」
に
よ
る
補
入
語
鋲
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

す
る
と
こ
れ
も

先
行
宇
類
抄
に
は
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず

一
方
「
定
家
仮
名
逍」
に
は
「
主
人
女

毛
詩
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る 。

や

-3 6-
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⑥
左
・

地

25
.

171
等

わ
か
せ
こ
か

り
和
・

倫

仮
名
序

た
か
き
山
も
ふ
も
と
の
座
ひ
ぢ
よ
り
な
り
て

⑱
知
•

国

腹
土
山
チ
リ
ヒ
チ
ノ
ヤ．マ

①
伊
・

辞

③
伊
・

登

•
平
イ
サ

65
.

77
等
い
さ

454
い
さ
さ
め
に

「
古
今
集」

を
注
記
に
も
つ
五
例

七
代
渠

（
九）

古
今
集
•

関
白
家＇
五
十
番
U
班
合

無
常

日
本
紀

安
・

事

末
・

事

参
マ
シ
ラ
ヒ
日
本
記

ま
し
ら
ひ
参

無
為
ア
チ
キ
ナ
ウ
日
本
記
有
之

あ
ち
き
な
う
無
為

従
っ
て
r
日
本
記
」

を
引
用
典
籍
と
し
て
示
す
こ
れ
ら
の
語
も 、

実
は
「
定
家
仮
名
辿
」

に
基
づ
く
引
用
と
考
え
ら
れ
る 。

只
暫
イ
サ
A
メ
ニ

若
男
賀
ワ
カ
セ
コ
カ

細
石
サ
、
レ
イ
シ

史
記

日
本
紀

交

源
氏
物
語
二
在

お
ほ
し
く
雄
祓

日
本
紀

-3 7-



（一
ー
）

催
馬
楽
・

六
帖

は
「
吾
妾
鎖」
に
も
見
え
る
姓
氏
で
あ
る
こ
と
の
み
毅
告
し
て
お
く 。

惹
10

そ
の
う
ち
⑥
を
除
く
四
例
が 、
「
剥
白
家

ー
五
十
番 ー
斑
合」
を
注
記
に
も
つ
三
例
す
べ
て
が 、

確
認
可
能
で
あ

た 。

⑱
波
・

雑

御
元
服
ハ
ツ
モ
ト

ユ
ヒ

“
番
（
題）

御
元
服
（
歌）
は
つ
も
と
ゆ
ひ

朝
飽
ア
サ
カ
レ
イ

先
行
字
類
抄
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
れ
ら
の
語
磁
を 、
『
槻
白
家

ー
五
十
番

ー
而
合
伝
の
場
合
は
直
接 、

の
点
か
ら
考
え
て 、

例
え
ば
古
今
注
の
よ
う
な
注
釈
聾
を
通

し
て
増
補
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。
た
だ
し
『
顕
昭
古
今
集
註」

「
七
代
集」
と
は
ど
の
よ
う
な
醤
を
言
う
の
か 。

そ
れ
も
ま
だ
明
ら
か
に
し
得
て
い

(

l

0)

大
鋭

注
11

「
在
太
鋭
」
の
注
記
を
も
つl-＿
例
は 、

共
に
姓
氏
部
し
か
も
「
遠
」
筒
に
続
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る 。
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ

っ
て
照
合
し
た
が 、

「
小
野
寺
」
・

「
小
田
切
」
・

「
小
代
ヲ
シ
ロ
」
す
べ
て
未
だ
確
認
し
得
て
い
な
い 。
「
小
野
寺
」
・

「
小
代
」

し ‘

と
の
照
合
を
試
み
た
限
り
で
は
未
確
認
で
あ
る 。

1
番
（
題）

賑
給
（
歌）
恵

⑱
女
・

事

賑
給
メ
ク
く`

り
安
・

飲
晶
天
夫
題）

朝
餡
（
歌）
あ
さ
か
れ
ゐ

仮
名
序

さ
さ
れ
石

「
古
今
集」
の
場
合
は
表
記

-3 s-
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二
世

蛭
娘
イ
モ
シ
リ

伊
・

動

蛸
娘
イ
ホ
ム
シ
リ
礼
記
云
仲
夏
ー
ー
生

色

人
同
（
サ
ネ
）

医
審

左
・

植
色

支
子
同
（
ク
チ
ナ
シ
）

用
之

人
同
（
サ
ネ
）

医
書

二
世

支
子
伺
（
ク
チ
ナ
シ
）

医
習
用
之

久
・

植

三
色
・

伊
支
子
ク
チ
ナ
シ
医
街

阻
巾
同
（
ハ
、
キ
）

本
朝
式
用
之

二
世

耗
巾
ハ
、

キ

波
・

雑

腟
巾
ハ
、

キ
本
朝
式
用

三
色
・

伊

腹
赤
同
（
ハ
ラ
カ
）

出
本
朝
式

波
・

動

腹
赤
ハ
ラ
カ
出
本
朝
式

類
抄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
本
朝
式
」

「
医
術
」

を
注
記
に
も
つ
各
二
例

(
―

二
）

本
朝
式
・

医
密
・

礼
記
・

遊
仙
窟

r
礼
記
」

「
遊
仙
窟
」

を
注
記
に
も
つ

各
一

例、

計
六
例
は
す
べ
て
先
行
字

r
催
馬
楽
」

の
注
記
を
も
つ
l

i

}

例
中
の
一

例、

及
び
r
六
帖
」

の
注
記
を
持
つ
一

例
に
は、

い
る
。

そ
の
上
「
催
馬
楽
」

の
残
る
二

例
も
「
定
家
仮
名
遣
」

中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

先
行
宇
類
抄
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
れ

ら
の
掲
載
語
を
補
う
に
r
定
家
仮
名
遣
」

を
も
っ
て
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
定
家
仮
名
逍
」

の
注
記
が
施
さ
れ
て

-3 9-



応
仁
大
乱
之
制
自
都
或
方
能
（
欠）
囲
之
所
望

注
12

r
遊
仙
窟」
の
場
合
の
み
は
出
典
注
記
が
な
く、
蔵
中
進
氏
の
「
色
菓
字
類
抄
・
遊
仙
窟
関
係一
覧
表
」
に
も
あ
げ
ら
れ
て
お
ら
ず、

未
だ
に
原
典
に
も
見
出
せ
な
い
の
で
疑
問
が
残
る
が、
他
の
語
に
つ
い
て
は
先
行
字
類
抄
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
考
え
て
良
い
の
で
は

四、
お
わ
り
に

以
上
の
調
査
か
ら、
重
要
な
二
点
に
つ
い
て
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う。

そ
の一
っ
は、
七
巻
本
『
世
俗
字
類
抄
』
の
成
立
時
期
に
関
す
る
示
唆
で
あ
る。
こ
の
西
の
奥
害
き
に、

（マ、）

文
永
三
年
丙
寅
五
月
十
日
加
雙
紙
修
鋪
之
由
在
之

而

貞
和一＿一
年
丁
亥
十一
月
日
重

致
修
裂

之旨
在
之

（マ、）形部
少
輔
藤
原
朝
臣
在
判

本
云 建
保
三
年
乙
亥
六
月
廿
三
日
於
テ
吉
水
御
所
宙
写
畢

本
苔
云

な
い
だ
ろ
う
か。

t`

似
宿
ウ
タ
タ
ネ
遊
仙
堀
在
之

二
世・
三
色

窯か、
タ
タ
ネ
吸
宜
也

籟
ゥ
タ
タ
ネ

仮窄

宇
．

H

伊

蛭
娘
ィ
ホ
ウ
シ
リ
礼
記
云
仲
夏
さ
ヽ

生

一
色

螺
娘
ィ
ホ
ム
シ
リ

一 4 0-

伊＝



田
弘
安
五

表

"-

n
'』28

『
顕
昭
古
今
集
註
J

侍
従
雅
有
校
了。

ー

餘
文
明
第
九
之
比
（
下
欠）

両
帖
者
般
若
（
下
欠）

伍
本
書
世
為
（
下
欠）

為
幼
学
（
下
欠）

用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
定
家
仮
名
逍」

に
示
さ
れ
た
引
用
典
筋
が、
漢
矩
や
漢
文
体
の
国
書
を
中
心
に

今―
つ
は、『
世
俗
字
類
抄』
と
い
う

辞督
の
性
格
に
関
す
る
示

奥
書
き
に
み
え
る
汲
後
の
年、
文
明
九
(-
四
七
七）
年
と
の

（一
五

前
述
の
よ
う
に
「
定
家
仮
名
逍」
の
ど
の
写
本
に
基
づ
い
た
引

一
三
六
八）
年
よ
り
早
く
は
な
い
と
推
定
で
き
る。
し
か
し

七
巻
本
『
世
俗
字
類
抄
』
の
大
幅
な
増
補
の
時
期
は
応
安

注
13

と
あ
る
こ
と
か
ら、
川
顧一
馬
洒
士
は
『
古
辞
害
の
研
究」
に
お
い
て
「
大
体
文
明
九
年
頃
の
世
写
に
か
か
る
も
の
と
認
め
」
て
お
ら

注
14

れ
る。
そ
れ
に
先
立
っ
て
山
田
孝
雄
博
士
も
r
国
語
学
史」
に
お
い
て、
「
吾
炭
鏡、
太
平
記、
定
家
仮
名
逍
な
ど
の

名も
見
ゆ
0

之
を

以
て
推
す
に
文
明
の
頃
に
増
補
せ
ら
れ
し
も
の
」
で
あ
ろ
う
と
指
摘
な
さ
っ
て
い
る。
確
か
に、
表
ll
で
明
ら
か
な
よ
う
に、
直
接
引

•「
OO
白
家
ノ
五
十
番
ノ
班
合」・
「
太
平
記
J

の
成
立
時
期
と
い
う
条
件
の
み
を
考
え
る
時、

『
吾
炭
鏡」
の
記
事
こ
の
年
で
終
わ
る。

用
か
と
い
う
こ
と
ま
で
を
問
題
に
す
る
時、
天
文
ニ
ー

五
二）
年
よ
り
早
く
は
な
か
っ
た
と
推
定
で
き
る。
と
す
る
と、

七
五
年
も
の
淵
き
を
ど
う
考
え
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か。
更
に

詳
細
な
検
討
を
加
え
て
み
た
い。

唆
で
あ
る。
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
・
「
伊
呂
波
字
類
抄」

ー4 1-



天
文

文
明

。̂a

文
明
―
o-14

永
和

応
安

貞
治
五

貞
治

I 55 2 H79 I 315 ~ 13 68 13 66 

天
文
本

「
定
家
仮
名
辿
J

三
条
西
公
條

r
定
家
仮
名
逍」
文
明
本

r
定
家
仮
名
辿
j

廿
蕗
寺
親
艮

r
太
平
記」
が
成
立
す
る 。

『
OO
白

家ノユ
十

番品褐
合」
が
成
立
す
る 。

336

こ
の
年
以
後
「
定
家
仮
名
辿」
が
成
立
す
る 。

注
2

大
律
有一

他
篇

底
本

品仮
名
本

昭
和
52
年
8
月

限
川
本
・

彩
印
筒，

解
況
n

ペ
ー
ジ

風
側
巾1
房

注
ー

コ熙染
字
類
抄
研
究
並
び
に
総
合
索
引

後
の
諌
題
と
し
た
い 。

字
類
抄
と
称
さ
れ
る
辞
t"
の
性
格
を
さ
ぐ
る
こ
と 、

そ
れ
を
今

し
て
い
る
の
に
対
し 、
七
巻
本
『
世
俗
字
頬
抄
』
で
は
『
定
家，．

仮
名
逍
』
を
は
じ
め
和
歌
関
係
の
四
を
中
心
に
し
て
い
る。

そ
し
て
そ
れ
は
そ
の
ま
ま 、

所
収
ili
，染
の
差
と
な
り

辞
杏
の
性

格
に
ま
で
及
ん
で
い
る
可
能
性
が
弥
い
の
で
あ
る 。

二
巻
本

『
世
俗
字
頬
抄』
の
面
か
ら

所
収
柏
故
に
伯
向
の
迎
い
が
あ
っ
た

可
能
性
も
あ
る 。
『
世
俗
字
類
抄』
が
『
色
栞
宇
類
抄』
と

同系
の
祖

で
あ
り
な
が
ら
も、

呼
称
を
異
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は 、

単

に
形
態
に
注
目
し
た
呼
称 、

内
容
に
注
目
し
た
呼
称
と
い
う
だ

け
の
迎
い
で
は
な
く 、
や
は
り
何
か 、

そ
の
も
の
の
特
性
を
表

わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

今
回
の
出
典
注
記
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
J

た
七
巻
本
『
世

俗
字
類
抄」

独
自
の
語
梨
領
向
を
手
が
か
り
に
し
な
が
ら 、

増

袖
さ
れ
た
語
致
全
体
に
調
杏
範
囲
を
広
げ
て
ゆ
く
と
共
に 、

二
巻
本
『
世
俗
字
類
抄』
の
段
階
に
ま
で
さ
か
の
ぱ
っ
て 、

世
俗

天
拙
寺
本
系 、

-i 2-
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注
1

神
戸
外
大
論
汲
16
.
l
「
色
菓
字
類
抄
と
遊
仙
窟
」
所
収

附
和
40
年
6
月

注
11

底
本

こ采
松
本

岩
波
杏
店

昭
和
44
年
8
月

岩
波
古
店

昭
和
朽
年
9
月

注
J

r
古
今
集
総
索
引し
西
下
経

明
治
内
院

注
9

丸
山
林
平

底
本

ぶ此
文
版
本

購
談
社

昭
和
れ
年
6
月

附
和
＂
年
IO
月

注
8

池
田
也
鑑
紺

中
央
公
論
社

昭
和
28
年
6
月

注
1

底
本
：
本
文

裂
長
八
年
古
活
字
本、

振
仮
名

．
泥
沢
貞
夫
紺

r
古
今
和
歌
集
」

日
本
古
典
文
学
大
系

底
本
こ一
条
家
相
伝
本

群
苫
類
従
第
六
紺
巻
第
八
十
じ
r
年
中
行
巾
歌
合� 窃

永
無
刊
記
整
服
本

岩
波
甚
店

昭
和
35
年
ー
月

注
6

底
本り
究
永
版
本
（
流
布
本）

平
凡
社

昭
和
28
年
8
月

昭
和
44
年
1
月

注
5

庇
本
＂
内
廂
文
叩
蔵
占
写
片
仮
字
本

文
禄
四

天

正

昭
和
51
年
5
月

159 � 

「
定
家
仮
名
逍』
文
禄
本

注
1

阿
部
隆一
解
題

底
本

；北
条
本

汲
古
＂汀
院

1591~1573 

昭
和
46
年
3
月

「
定
家
仮
名
辿
J

細
IIf
幽
斎

注
3

後
家
人
制
研
究
会

底
本；
吉
川
本

吉
川
弘
文
館

貞
名
本

究
水
版
本

昭
和
36
年
1
月

―-4 3-
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御
指
導
下
さ
い
ま
し
た
大
友
信
一

先
生
を
は
じ
め 、

何
か
と
力
に
な
っ
て
下
さ
っ

た
方
々
に
感
謝
致
し
ま
す 。

注
14

宝
文
館

152
ベ
ー
ジ

昭
和
18
年
7

月

注
1

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

359 
ペ

I 

ジ

昭
和
30
年
11
月

（
岡
山
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科）
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